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第 5 回太平洋 ・ 島サ ミ ッ ト

中 島　洋

　 2009 年 5 月 22 ・23 の 両 目、第 5 回太平洋 。島

サ ミ ッ ト PALM5 が北海道 の トマ ム （勇払郡 占冠

村）で 開催 され る 。
1997 年以 来、3 年 ご とに 同 を

重 ね て きたサ ミ ヅ トであ るか ら、 5 同 目を迎 える

に 当た っ て 、過 去 4 回 の サ ミ ッ トをざっ と振 り返

っ て お きた い
。

　 目本 の 外務省 も、 こ の 第 5 回 を控 えて 、2008

年 11 月 に 「太平 洋島嶼国支援検討委 員会」 （委 員

6 名） を発足 させ 、次回 e ミ ッ トを よ り充実 し た

もの に し よ うと目論ん で い る よ うで ある。

　 さて 、こ の サ ミ ッ トは、正 式 には 「日本 ・太平

洋諸 島フ ォ
ー

ラ ム （P 正F）首脳 会議」 と い い 、わ が 国

の 首相 が 、太 平洋諸 島フ ォ
ー

ラ ム 加盟 の 島嶼諸国

政府 首班 と、オー ス トラ リア 、ニ ュ
ージーラ ン ド

の 外務大臣 を招 い て 、当該年度の 太平洋諸島 フ ー

ラ ム の 議長 とともに 共同議 長を務 めて展開 され る 。

　 第 1 剣 の サ ミ ッ トは、橋本龍太郎内閣の 下で 、

1997 年 10 月 13 臥 外務省 の 第 751 号室 で 開催

され 、 本来、矯本 首相 と 、南太平 洋 フ ォ
ー

ラ ム

（2000 年 11 月 に 太 平洋諸 島 フ ォ
ー

ラ ム と改称）

の 議 長 で ある ク ッ ク 諸島 の ジ ーT ．フ リ
ー・ヘ ン リ

ー

（GeofCrey　Henry） 首相7う書共同議長 を務 め る こ と

に な っ て い た が 、第 451 議 会の 開催 中で 、た ま た

ま衆議 院 の 予 算委員 会が紛糾 しへ 橋本 首相は 共 同

議長 を務 め る ど こ ろ か 、開会に 当た っ て の 5 分 間

の 基 調演説す らす る こ とがで きず 、高村正 彦外務

政務 次官 （当時 ） が 代読 す る始 末 で あ っ た 。

　 太平洋 島嶼諸国 の 政府 首脳 の 中か ら、「こ れ で は 、

ま るで花婿 の い な い 結婚 式に 招かれ た よ うだ 」 と

の 不満 も出た 、 外交上 、実に 奇妙 な事態 で あ っ た

が 、も う
一

人 の 共 同議長 で あ っ た ク ッ ク諸 島の ヘ

ン リー首相 の と りな し もあ っ て 、大きな問題 には

な らな か っ た 。

　こ の 第 1 回サ ミ ッ トの 成果 の 一つ は 、太 平洋島

嶼諸国 首 班 が 、翌 口 の 午後、天 皇陛 下 に よる宮 中

で の お茶会 に招かれ た こ とで 、天 皇陛下 の 太平洋

諸 島に 関す る広 い ご 知 識 も感銘深 い も の で あ っ た

よ うだ 。

第 2回サ ミ ッ ト

　第 2 回サ ミ ッ トは 、3年後の 2000 年 4 月 22 日、

宮 崎市で 開催 され た 。
こ の サ ミ ッ トで は 、 日本 の

小渕恵 三 首相 と当時 の 南太平 洋 フ ォ
ー

ラ ム議長 で

あ っ た パ ラオ の ナ カ ム ラ （Kuniwo 　Nakamura ）

大 統領 が 共 同議長 を務 め る こ と に な っ て い た が 、

直前の 4 月 2 日に小 渕 首相が 脳梗 塞 で倒れ 、後継

首相に選出 され た森喜朗首相 が その 任 に 当た っ た 。

　 こ の サ ミ ッ トで は、我が 国 は 、（1） 太 平洋 島嶼

諸国が 直面す る諸問題 に つ い て 、首脳 レ ベ ル で 率

直に意見 交換 を行 な う こ とに よ り、〔本 と太平洋

島嶼諸国の 「心 と心 の 交流」 を増 進 させ る 。 （2）

同年 7 月に予 定 され て い る G8 （九州 ・沖縄 サ ミ

ッ ト） を前に 、太 平洋 島嶼諸国の 声を直接 闘い て

お く こ とは G8 議長国 と し て 有益 で あ る一一 こ と

に 主要な 意義 を持 たせ て い た、

　 そ し て 、  グ ロ ーバ ル 化 の 中で 、太 平洋 島嶼諸

国が経済 自立 に 向けて 持続可能 な開発 を行 な うこ

と に つ い て 日本が協 力す る 。  グ ロ ーバ ル 及 び リ

ージ ョ ナ ル な共通 の 課題 、特に 環 境問 題 に つ い て 、

そ の 解決 に 日本が 協力す る。  目本 と南太 平洋 フ

ォ
ー

ラ ム 加盟 諸国 と の パ ー
トナ

ー
シ ッ プ を 強化す

る こ とな どが討議 され 、「太平 洋環 境声明 i、「太 平

洋 ・島サ ミ ソ ト宮崎宣言一共 に語 る未 来」 が採択

され た e
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　そ れ と同 時 に 、 こ の 回 か ら、我 が 国 は 、 L 持

続可 能 な 開発 に対 す る 協力 。 2．地域及び 地 球規

模の 共 通 の 課題。 3． 日本 と南太 平洋 フ ォ
ー

ラ ム

加盟諸国 との パ ー
トナ ーシ ッ プの 強 化 に わ た っ て 、

多く の 項 目の 協力 を約束す る よ うに な り、そ れ 以

前か ら、と か く日本 の 太平洋島嶼諸国 へ の ODA

に つ い て は 「中心 テ
ー

マ が見 え に くい 」 とか 「目

本の ODA に は 基本 ポ リ シ ーが ない 」 とか の 声が

聞か れ た が 、その 傾 向が 強 ま る。

　なお 、こ の 回 か ら 「太 平洋 ・島サ ミ ッ ト」 とい

う略 称が採 用 され 、また 、英 文で も the　 Pacific

Islands　Leaders
’
Meeting と い う略称 が用 い られ 、

さ らにそ の 略語の PALM が現 われ 、　 PALM2000

とい えば 、第 2 回 日本 ・南太 平洋 フ ォ
ー

ラ ム 首脳

会議 を 意味す る こ とに な り、以 卜、PALM2003 、

PALM2006 と続 い たが、第 5 園は PALM2009 と

は表 記せ ず、PALM5 とな る よ うだ 。

暖化対策 、自然災 害対策、エ イ ズ ・糖尿病 対策 、

子供交流 プ ロ グラ ム 、人材 開発 とそ の 指導方法 及

び 教材 の 開発 、貿易 と投資の 増大を含む 28 項 目

に及ぶ 「共 団行動計画 」 が約束 され 、 口本の 太 平

洋 島嶼諸 国 に対 す る ODA は 、ま す ます 昿 く薄

く」 な っ た c

　 そ し て 、 こ の サ ミ ヅ トを取 材 し た
「‘Paejfic

Magazine
「「
誌 （ホ ノ ル ル で 発行） は 、そ の 2003

年 7 月 号で 、「M 本は 準備がで きて い る の か ？」

と の 見出 しを掲 げ、「日本は 数多 くの 協力 を並 べ た

も の の 、金 額 を示 してお らず、日本 は太 平洋 で の

プ レ
ー

ヤ
ー

に な りた い よ うだ が 、そ の 準備 は で き

て い る の だろ うか c、3 年後の 次回 の サ ミ ッ トまで

待 た ね ば 、 場 合に よ っ て 、 それ 以 、t：待 た ね ば わ か

らな い 1 と、その 印象 を述 べ て い る。

第 4 回 サ ミ ッ ト

第 3 回サ ミ ッ ト

　第 3 回 サ ミ ッ トは 、2003 年 5 月 16・17 の 両 日、

沖縄 ・名護 市の 万 国津梁館で 開催 され たが、南太

平洋 フ ォ
ー

ラ ム が 、前述の よ うに 、2000 年 11 月

に太平洋諸 島 フ ォ
ー

ラ ム と改称 した の で 、 こ の 回

か ら 、 こ の サ ミ ッ トの 正 式 名称は 「h 本 ・太 平洋

諸 島 フ ォ
ーラ ム 〔PIF ）首脳 会議」 と な っ た

。

　こ の サ ミ ッ トで は 、小泉純
一

郎首 相 と、 フ ィ ジ

ー
の L，ガラ セ （Laisellia　Qarase＞ 鞍相 が共 同議

長 とな っ た 。 ガ ラ セ 首相 は 、ミ トコ ン ドリア の 遺

伝子 分析な どの 近 年 の 考
．
占学 上 の 研究結果 か ら、

太 平洋 諸 島民 の ル
ー

ツ が 台湾 の 原住民族 に あ る と

の 学説を受 け、さら に 台湾原住 民 と沖縄県入 との

遺伝 子的親 縁 性 を踏ま え、基調 演 説 の 中で 「われ

われ パ シ 7 イ ッ ク ・ア イ ラ ン ダー
と沖 縄 の 人 た ち

は 入類 学 的 に 先祖 を同 じ くす る σ）か も し れ な い 1

と述 べ た 。

　 し か し、ガ ラ セ 演説 の こ の 部分は 、海外 の
．
部

の メ デ ィ ア で は 注 F，1され た が 、 N 本で は 、沖縄 の

ロ ーカ ル ・
メデ ィ ア に も全 国 メデ ィ ア に も注 臼 さ

れ なか っ た よ うiif　”

　 こ の 会議 で は 、 li本 と太 平 洋 諸 島 フ ォ
ー

ラ ム 加

盟 島嶼 諸 国 の 首 脳 と の 宣言 と し て 10 項 目に及 ぶ

「沖縄 イ ニ シ ア テ ィ ブ ー
よ り豊か で 安全 な 太 平

洋 の た め の 地 域 （開発） 戦 略 」 が採 択 され 、それ

に基づ き、小型 武 器 の 回収 、廃 棄物 処 理 、地 球 温

　第 4 回 太平洋 ・島サ ミ ッ ト PALM2006 は 、2006

年 5 月 26 ・27 の 両 日、前回 と同 じく名護市 の 万

国津 梁鮪で 開催 され た が、こ の サ ミ ッ トに 際 し て

極 め て珍 しい 問題 が生 じた 。

　 前年の 6 月に 北京 を訪問 し フ ィ ジ ーの ガ ラ セ 首

相 に対 し、中国 の 温家宝 首相 か ら 「太平洋 島嶼諸

国の 経済発展 に 中国が協力 す るた め 、 来年 、太平

洋諸 島 フ ォ
ー

ラ ム 加 盟の 島嚶諸国 首脳 と、フ ィ ジ

ー
で 会談 した い 」 と 申 し入 れ が あ り、翌 2006 年 4

月 o
「
　
・6 の 両 日、フ ィ ジーの ナ ン ディ にお い て 、「中

国 ・太平洋 鷁嶼諸国経済発展 協力 フ ォ
ー

ラ ム 」 と

題 する 首脳会議が開催 され た の で ある。

　 こ の 百脳会議に 、 温 家宝 首相 は 李肇星 外相 、薄

熙来商務相 、馬凱 国家発展 ・改革担 当相 らを率 い 、

さ らに 350 人 を超 える 中国の 企 業 関係者 を伴 っ て

臨 み 、こ の 首脳 会議 で、中国 は、3 年間で 総額 30

億元 の 優遇 貸付 の ほ か、中国 と国交を持 っ 太 平洋

島嶼諸 国 か ら中国 へ の 輸 出品 の 大部分 に 対す る関

税 の 撤廃、さら に 2005 年末 まで に償還期 限 を迎

え た 島嶼 諸 国 の 中 国 へ の 債務免除な ど、多岐 にわ

た る 協 力を約 束 し た 。

　太 平洋諸 島 フ ォ
ー

ラ ム 加 盟 の 島嶼諸 国 の う ち、

台湾 と国 爻 を維持 して い る 6 力 鷁 （パ ラ オ 、マ
ー

シ ャ ル 、キ リバ ス 、ナ ウル 、 トゥ ヴ ァ ル 、ソ P モ

ン ） が 、こ の 首脳 会議 を ボイ コ
ッ トした もの の 、

中国 と して 充分に 太 平 洋 にお け る存在感 を示 す も

の とな っ た。
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　そ の わず か 1 カ 月半ほ どの ちに 開催す る 「日

本 ・太平洋諸島 フ ォ
ー・ラ ム 加 盟 島嶼 国 斡脳会議」

で あ るか ら 、 我が 園 と しては 、 中 国 が提 示 した 30

億 元に拘 っ た 1，そ こ で、30億元 と い うの が 当時 の

換算率で 約 430億円 とな る こ とか ら、第 4 回 太平

洋 ・島サ ミ ッ トで 約束 し、今 後 3 年闘に 口本 が太

平 洋諸島 フ rd・一ラ ム 加盟 の 島嶼諸国 を支援す る 金

額 を中国 30 億元 よ り少 し多い 450 億円 とす る こ

と と し た
，

　 こ の 45〔｝億円 の 内訳が 、第 3 回 サ ミ ッ トを超 え

る多岐に わた る もの で 、まさに 総花的 なもの とな

っ た が 、とに か く 、 小 泉純
一

郎首 相 とパ プ ァ ・ニ

ュ
ー ギ ニ ア の ベ テ ラ ン 政 治 家 、 M ソ マ レ

（Michnel　Somare）鹸相｝こ よる共 岡議長の 下で展

開 し た 第 4 回サ ミ ッ ト は 、「よ り強 く繁栄 し た 太

平洋地 域 の た め の 沖縄 パ ー
トナ

ー
シ ッ プ］ と題す

る 首脳 宣言 を採択 して 、二 日間の 日程 を終えた 。

日本の ODA は 的 を絞れ ない の か

　第 4 回 サ ミ ヅ トで 約束 され た 罫日本の 支援策」

とい うの は 、重点課題 として、  島嶼諸国の 経 済

成 長、  持続 可能 な開発、  良い 統治、  安全確

保 、  人 と人 と の 交流
一 が 挙 げ られ て お り、そ

の 中に は 、ジ ェ トロ や 太平洋諸 島セ ン ターを通 じ

て の 支援 と い うの もあ る が 、国 際協力 機構 （，JICA）

を利用 す る も の が極 め て 多 い 。

　 た とえば、3 年間で 4000 人以 上 の 太平洋 島嶼

諸国の 行政 官の 人材 育成 をす る こ とに な っ て い る

が 、こ れ は 誠 CA の ス キ
ー ム 等 を利用 して とな っ

て い る 。 ま た 、貿易 ・投資 に つ い て の 支援の 中に

も、専門家 ・ボ ラ ン テ ィ ア の 派遣 と研修な ど を、

JICA を通 じた 技術 協力に よる と し て い る 項 目 が

ある。

　 情報通信技徽 へ の 支援 も、JICA を通 じた技術

支援が 中心 とな っ て い る。 さら に 1重輸イ ン フ ラ の

整備 も JICA を通 じ た 技術 協力 に よ る支援 とな っ

て お り、エ ネ ル ギー ・イ ン フ ラ の 整備 も JICA を

逓 じ た 技術 協力、漁業に っ い て も観光 に つ い て も

J】
’
CA を通 じ た 技術協力 が ト ッ プ に現 われ る 、

　 そ し
ー
ぐ、 自然環 境保 金、気候 変動 対 応 、感染 症

対策の 推進、WHO に よ る 西 太平洋 で の フ ィ ラ リ

ア 症撲滅 へ の 取 り組 み へ の 協力 、基礎 保 健 サー ビ

ス の 改善、基 礎教 育の 強化、職 業 ・技術教 育の 強

化 、行政能力 の 強化 、行 政制 度 の 整備 、防 災対 策

な ど、支援 の 分野 も実に 多岐 に わた るが 、そ の す

べ て に 「JICA を通 じた技術協力に よ る支援」 が

入 っ て い る 。

　JICA に 、太 平洋 島嶼 の 特性 を踏 まえて、 これ

ら の 技術 協力や 指導が で きる 人材 が揃 t）て い る わ

け は な い の で 、，JICA は 入 札で 下請 けに 出 した り
、

臨時に シ ル バ ー ・ボ ラ ン テ ィ ア を雇 用 し た りす る

こ とに な る 。 外務省が 協力 案件を JJCA に 丸投 げ

し、丸投げ され た ほ うは 、外務省 の 理 念 な ど は 関

係 な く、請けた仕事 と して 処理 す る こ とにな っ て 、

多 くの 支援 ・協力案件 は 、 予算的 に 「こ な され た 」

だけ に終わ る と い うこ とにな りが ちで ある。

　 こ の よ うな支援 に 比 べ る と、太平洋島魄諸国の

領海 ・排他的経済水域 の 監視艇 の す べ て （31 メ
ー

トル ク ラ ス 22 隻の ほ か 、小 型 高速艇 群） が オー

ス トラ リアの 供与で あ り、そ の 乗 組 員 の 訓練 も、

監視艇の 保守 もオ ース トラ リア が実施 し、さらに

燃 料 も供 給 し、ま た 、 こ れ ら の 監 視 艇 の 基地 に は

必 ず 1名 の オ ース トラ リア 海軍の 士 官が 常駐 し て

い る こ とな どは 、支援 の あ り方 と しては 、ま とも

で あ る。

　 また、こ れ らの 監視艇が、オ
ー

ス トラ リア 海軍

は もと よ り、米国 の 沿岸 警備 隊の 艦船 と航空機、

時 には フ ラ ン ス 海軍 の 航 空機な ど と連 合 で、年に

数回 、広 い 海域 で 総合的な密 輸船 や密漁船摘発の

演翼 を展 開 して い るな ど、国 際的な貢 献度 も 大き

い 。 し か も、これ らの 演習に 際 し て は 、い ず れか

の 島嶼国 の 担当部署 が司令部 役 を演 じて お り、入

材 開発 の 上 で も大 きく貢献 して い る の は、注 目す

べ き で あ る 。

　 また 、2006 年 11 月 の 暴動で 消失
・破壊 された

トン ガ の 首都 中心部 の 復興 資金 の 大 部分が 中国の

供与 に よ る こ とや 、サ モ ア の 政府 合同庁舎 、 国立

ス タ ジ ア ム 、さ らに は サ ッ カ
ー

場 、ク リケ ッ ト ・

フ ィ
ール ド、ア

ーチ ェ リ
ー競技場、50 メ

ー
トル 室

内 フ
ー

ル そ の 他を含む 複含 ス ポ
ー

ツ ・コ ン プ レ ッ

ク ス が 、す べ て 中国 の 供 与に よ る も の で あ る こ と

な どは 、非 常に 際 立 っ て い る 。

海 底 光 ケー ブル へ の 配 慮

　島嶼諸国側で は 、 もう 10 年以 上 も海底 光 ケー

ブ ル 敷設 へ の 協力 を 日本政府 に お 願 い し て い る が
、

海 底光ケ ーブ ル の 重要性 が理 解 して も らえな い
。

衛 星通 信 は強 力 な 台風 や サイ ク ロ ン の 際は 、事 前
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に パ ラ ボ ラ オ ア ン テ ナ を分解 し て 収 納す る の で
、

非 常事態 に対応 で きない こ と も あ る し、激 しい 降

雨の 際は通信 状態 が 悪 くな る。また 、非常に まれ

な こ とで は あるが、通 信衛星 の 姿勢制御 に 異常が

生 じた 際は 、何 日間 も通信不 能 にな る こ ともあ る

の だ との 声 もあ っ た 。

　 フ ィ ジ
ー

は 、オ
ー

ス トラ リア 、ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン

ドか らハ ワ イに延 び るサ ザ ン ク ロ ス と い う海底 光

ケ
ー

ブ ル が リン ク し て い るが 、その 他 の 島嶼諸国

は 、そ の 恩恵が なか っ たた め に 、口本 へ の 期待 が

大 きか っ た が 、 口本政府 に は そ れ に対応 す る考 え

は なか っ た 。 そ して 、 そ の 間 、
パ プ ア ・ニ ュ

ー
ギ

ニ ア は 、グ ア ム ・オ ー
ス トラ リ ア 間 の 海底光ケ

ー

ブ ル へ の リ ン ク を進 め始 め、サ モ ア 独 喉国 と米 領

サ モ ア は 共 同で ハ ワ イ へ の 海底 ケ
ーブ ル 敷設に 傾

き、マ
ー

シ ャ ル も米 国 の 援助 で ハ ワ イ へ の リ ン ク

を実堪す る方向 にあ る。

　海底 光 ケ
ーブ ル を 供与 すれ ば 、そ の シ ス テ ム が

継続す る 限 り、保守 、改善 そ の 他 で 我 が 国 の イ ニ

シ アテ ィ ブ が継続 し、種 々 な面 で有利 だ が 、せ め

て 、残 っ た 地域 （ミ ク ロ ネ シ ア運 邦や パ ラオ な ど）

へ の 供 与は 早急に 実現す べ きで あろ う。

　 こ の 海底 光ケーブ ル に 対す る 支援 に っ い て は 、

筆者 自身 、 興味深 い 経験 を した 。 外務省 で は 、2GO8

年 12 月 22 日に 「対太平 洋島嶼 国 支援 に 関す る

NGO と政 府 の 意見 交 換会」 とい うの を 開催 し、

筆者 も参加 して 2 つ の 質問 と 3 っ の 提案 を した が、

そ の うち の 「太平 洋 島嶼国 支援検討 委員 会 の 委 員

の 選 考基準は どの よ うな もの で あ っ たか 」 とい う

質問 と、「海底 光ケ
ー

ブ ル の 支援 を考慮す べ きだ 1

とい う提 案 に つ い て は 、外 務 省 の ホ
ーム ペ ージ で

公 開す る 議事要 旨に 載せ られ な い と い うの で あ る。

　 そ こ で 、支援委員 会 の 委員選考 に 関す る質 問の

削除は 認 め る が 、海 底 光ケ
ーブ ル は 太平洋 島嶼諸

PiiUこ と っ て は非 常に重 要 な こ とで あ る か ら、r海 底

光 ケ
ーブ ル 」 と い う語 だ け で よ い か ら 、議 事要 旨

の ど こ か に 入れ て ほ しい と要請 した 。

　 し か し、そ れ も認 め られ な い と い う の で 、「そ

れ な らば 、意 見交 換会 に 参加 団 俸 リス トか ら、太

平洋学 会を削 除 し て ほ し い ．外務 省の ホ
ー

ム ペ ー

ジ で 議 事要 旨を 見 た 人 か ら 、太 平洋学会 は 出席 し

て い なが ら、海底光 ケ
ーブ ル 問題 に 触れ なか っ た

の か と講 し まれ る の は極 め て 不 本 意で あ る 」 と 強

調 し、外 務省 の 内部検討 を経 て、や っ と 「海底光

ケ
ー

ブ ル
・
」 と い う語 が入 る こ とに な っ た。

オ ー ス トラ リア お よび NZ との 協力

　太 平洋 ・島サ ミ ッ トに は 、オ ー ス トラ リア とニ

ュ
ージー

ラ ン ドの 外務 大臣 ある い は 次 官ク ラ ス も

出席 して お り 、 我 が 国は 、フ tr　一ラ ム 加 盟 の 太平

洋島嶼諸国 との 会議 と並行 し て
、

こ の 両国 とは 、

オ
ー

ス トラ リア ・日本 ・ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ド 3国が

共同 して太 平洋 島嶼諸園 の 発展 に 協力する ため の

取 り決 め も行な っ て お り、オ
ー

ス トラ リア 、ニ ュ

ージー
ラ ン ド両国は 、赤道以 南の 太平 洋島嶼諸国

とは深い 関係が あ り、こ の 両国 との 協議は 有意義

な も の で あ る 。

　しか し、昼食会 に島嶼諸 国だ け が招か れ 、オ
ー一

ス トラ リア とニ ュ
ージー

ラ ン ドは招 待 され なか っ

た こ とが あ る な ど、要 ら ぬ 疑 い を持た せ た とい う

か 、両国代表団 に 面白くない 思 い を させ た こ と も

あ っ た よ うだ 。

　
”Pa ¢ ific　Magazine，

り
誌は 、2005 年以 來、毎年、

太 平洋で 最 も影響力 の あ る 10 人 と題 す る特集 を

して い る 。 2008 年 5 ・6 月合併 号に掲載 され た最

新版で は 、オ ース トラ リア 、ニ ュ
ー ジー

ラ ン ド、

フ ィ ジー、パ プ ア ・ニ ュ
ーギ ニ ア 、中国の 各 首相、

フ ラ ン ス の サ ル コ ジ大統 領 、 台湾の 馬総統 、 グ ア

ム の 軍 備強化 を仕 切 る バ イ ス 退役海 兵隊少 将 、サ

イ パ ン の 中国 系 冨豪 タ ン 氏 な どが 並ん で い る が 、

日本人 は い な い
，

　米 国 と ともに 、オ
ー

ス トラ リア と二 ・p ．・・一ジーラ

ン ドが、太平洋政策 で 、日本 を極め て 重要なパ ー

トナ
ー

と して 考 え る よ う政策 を展 開 しな い な らば、

我 が 国は 、太平洋で 真に 影響 力の あ る 国家 と は い

え な い で あ ろ う。

柔 軟な対 応 も必 要 で は な い か

　た と え ば 、第 4 回 太 ♪lz洋 ・島サ ミ ッ トで 、我 が

国が 約束 した 支援策 の 中に 、組織犯 罪対策 とい う

項 目が あ り、「太 tt？￥諸島 フ ォ
ー

ラ ム を通 じた 法執

行 プ ロ グ ラ ム へ の 支援 」 と書 い て あ り、具体的 に

何 をす る の か不 明 だ が 、 太平洋に は 2010 年に は

設 立 40 年を 迎 え る 太 平洋警察長 官機構 （PICP ＞

とい うもの が あ り、オー ス トラ リア 、
ニ ュ

ー
ジ
ー

ラ ン ドを 含 め て 21 力 国／地 域 の 警察 ト ッ プ に よ

り構成 され、毎年 葺司定期的 な 会議 を開催 し て い

る。
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　そ して 、こ の 太平洋警察長官機構 と表裏
一体を

なすも の と し て 、同 じ 21 力 園／地城が メ ン バ ー

とな っ て い る 1987 年設 立の 太平洋犯罪 諜報 ネ ッ

トワ ー
ク　（SPICIN ）が ある。 こ の ．ネ ッ トワ

ー
ク

に 、目本 国内 で の 内外犯 罪組 織 の 動 向に つ い て の

正 確 な情 報を迅速 に 提供すれば 、 日本 を中心 とす

る組織犯罪 に つ い て の 情報を 、 香港や タイ の 警察

そ の 他 か ら の 提供 に 依存 し て い る太平洋島嶼諸 国

／地域の 警察に と っ て は 、大 い に役 立 つ はず だ 。

　 PICP も SPICIN も、グア ム や 北 マ リア ナ とい

っ た米国領 土；や 自治領 もメ ン バ ー
とな っ て お り 、

本部 は オー
ス トラ リア に あ る か ら、太平洋諸島フ

ォ
ー

ラ ム 加 盟各国 誇脳 と の 会 議で の 支援策 には 不

適 当 と考 え る べ きで は な い ．む し ろ 、こ の よ うな

機構 へ の 日本の 協力 を取 りっ けた とい うの は、フ

ォ
ーラ ム 加 盟首脳た ちの 、それ以外 の 国や地 域に

対す る貢 献 とな るはず で 、柔軟な対応 が望 まれ る 。

第 5 回サ ミ ッ トの 際 の 日本の 首相 は 誰か

　 2008年 8月に は 第 39 回太 平洋 諸島フ ォ
ー

ラ ム

の 首脳 会議が ニ ウエ で 開催 され 、次回 （2009 年）

の オ
ー

ス トラ リア で の 首脳 会議まで は 、ニ ウエ の

T．タラ ン ギ （Toke　Talagi） 首招 が議長職 を務め

る の で 、現在 の と こ ろ 、第 5 回 太 〜9洋 ・島サ ミ ッ

トは、麻生太郎首相 が ニ ウエ の タ ラ ン ギ首相 と と

もに共 同議長の 任 に 当た る こ とに な っ て い るが 、

最近の 政治情勢では 、 2009 年 5 月下旬 の 日本の

首相 が誰 で あ る か 見 え に くい 。

　麻生 太郎 首相は 、2006 隼 の 第 4 回 太平洋 ・島

サ ミ ッ トの 際は 外務 大臣で 、外務大 臣 主催 の 歓迎

レ セ プ シ ョ ン を催 し て 太平洋島嶼諸 国首脳 との 接

点 が あ る が 、も し、太 平洋島嶼に 関心 の 低い 首相

に 変わ っ て い る と、やは り残念な こ とで ある 。

　 それ に し て も、日本 の 外 務省 は 、第 】回 の 東京

を除い て 、なぜ 島サ ミ ッ トの 開催場所 を太平洋 島

嶼諸 国 か ら遠 い と こ ろ で 開 催 す る の で あ ろ うか 。

海外 か ら の 首脳 た ちの 閏本国 内の 交通 費 は 日本 政

府が 出す とし て も、海 外 か らの 首脳 た ち は 、成 田

な り、関 西 国 際空港 な り に 着 い て か ら、さ らに

100【）キ ロ 以 ヒもの 旅 を しなけれ ば な らな い 。 専用

機 を持 つ 余裕 の な い 島嶼諸国 の 首脳 に と っ て は 、

体力的 に も 目程的 に も大きな 負担 で あ る。

　 また 訪 日 の 機会 に 、そ れ ぞ れ 自国に 投資をす る

日本企 業 の 関係者 と会談す るた めに は 、サ ミ ッ ト

の 前後に東京 （ある い は大阪）で時 日を費や さな

けれ ばな らな い
。

　 こ の よ うな先方の 負担 を考 えれ ば、従来 の よ う

な開催地選定は
…
考を要す る と思 う。

太 平洋 で 何が起 こ っ て い るが

　 と こ ろ で 、太平洋 諸島 フ ォ
ーラ ム の 首脳 会議 で

は 、毎回 、ポ ス ト ・フ ォ
ー

ラ ム ・ダイ ア ロ
ーグと

い っ て 、2 日間の 首脳 会議に引 き続 い て 、こ れ ら

の 首脳 た ち と、米国 、カ ナ ダ、日本 、EU な ど域

外 14 の 代表 団 と の 対話 が行 なわ れ るが 、20G7 年

に トン ガで 開催 され た際に は 、中国代表団だ けが

自動車で 会場玄関 に乗 りつ け る こ とが許 され 、そ

の 他 の 代表 団は 、ク リス トフ ァ
ー ・R ・ヒ ル 国務

次官補を リ
ーダー

とす る米国 も 口本 も 100 メ
ー

ト

ル く らい 手 前か ら玄関 まで歩か され た
。

　 日本 は 2009年 1 月 1 日に トン ガ に大使館 を開

設 したが 、こ の よ うな 「出遅れ 」 は 、10 年や 20

年 で は詰 め られ な い の で は な い か 。

　 また、2  06 年の 軍事 ク
ーデ タ

ー
で 政権 の 座 に つ

い て い る フ ィ ジー
の バ イ ニ マ ラ マ 臨時軍事政権は 、

民 主的な選 挙 に よ っ て 成 立 して い た政権 を軍事力

で倒 した と い う二 とか ら、オ
ー

ス トラ リア 、ニ コ 、

一ジー
ラ ン ド、米国か ら圧 力 を受 け、中国の 支援

に 頼 りが ち で あ る 。

　 パ プ ア ・
二 ＝z　一一

　eeニ ア の ラ ム 地方 で は、中国企

業に よ る大規模な ニ
ッ ケ ル 鉱 山開発が は じま っ て

い る 。さ ら に ク ッ ク 諸 島の 厖 大 な海底 コ バ ル ト資

源 は、世界的な関心 を集めて い る が 、日本企業は

蚊帳の 外 で あ る。

日本に と っ て 太 平 洋 とは何か

　 米国 は 太 平洋に 州 も領 ．上 もあ り、太 単洋全 域が

防衛上 の 要衝で あ る と の 国 家方針 が あ る。 フ ラ ン

ス は、二 ・v ．・一一カ レ ドニ ア 、
ワ リス ・エ ・フ チ ュ ナ 、

仏領 ポ リネ シ ア の 広 大 な海 域 を擁 し、「太 平洋 国

家」 を公 言 して い る 、 オ
ー

ス トラ リア は 、殻 の な

い タ マ ゴ とい われ る防衛 上 の 脆 弱性 を補 うた め に

太 平洋 島嶼諸国の 安定 が重大 要件で あ り、ニ ュ
ー

ジー
ラ ン ドも、メ ラ ネ シ ア と ポ リ．ネ シ ア は 自 己 の

存 亡 に密 接な 関係 が る。中国 は、防衛 ．Lある は覇

権確 立 の た め 、太平洋 の 西 半 分に 支配権 を 求めて

い る。
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　 日本に と っ て 太平洋 とは何 で あ るか 。 単に カ ツ

オ ・マ グ ロ の 漁場 と考え て も、我 が 国 の 地位 は 相

対的 に年 々 低下 を続 けて い る ． また、環境問題 に

逃 げて 太 平洋 を考 え る 人 もい るが、地球温暖化 は 、

今後 、100〔｝年 は続 く も の で 、H 本は 東南ア ジ ア や

南ア ジ ア な ど、巨大 な人 口 を抱 え る地 域 で の 環境

上 の 支援に追 われ て
、 多分 、 太平 洋 で で き る こ と

は非 常に少 な い と思 われ る 。

　 こ の よ うな地政 学上の 環境 を踏 まえて 、 日本 に

と っ て太 平洋 とは何 か と い う国策 を確 立 しな い 限

り、何度、齢サ ミ ッ トを重ね て も、「ともに 語 る未

来 jなど と生ぬ る い 宣言 を繰 り返 す こ とに なろ う，

　実 際に は 、工 業製晶 の 原 料、さ ら に は 食品の 多

く を輸入 に依存 して い る H 本 に と っ て は 、太 平洋

が平和で 安定 した海で ある こ とは 、国家存続 の 不

可 欠要件で あ る 。

　 ア メ リカは 、太平洋 、イ ン ド洋、地 中海 に海兵

隊 の 前置備蓄船 団 （MPS ） を配 置 して お り、そ の

1 船団は 、 1 万 8〔｝00 人の 兵員 が 40ti｛間戦 え る兵

器 、車両 、弾 薬、発電機 、飲料水 、食糧、医療施

設 、医療 品そ の 他 を積 ん で い て 、イン ドネシ ア の

津 波災害 の 際 な どに は 、 そ の
一一

部 を派 遣して救急

支援 に 当て て い る。

　 い っ そ 日 本は 、 太 平洋 島嶼 諸 国 の 地 震 、台 風 、

洪 水、高波 、 津波等 の
．．一
切 の 自然災害に対処 で き

る救 援船 団 を保 有す る く らい の 思 い 切 っ た こ とを

考え ない と、太平洋 で の 存在感は 低 Fす る
．．．・方 で

あ ろ うc 何 しろ太 平洋島嶼諸国／地域 へ の H 本 の

支援額 は 、入 口 わずか 430 万 人 の ＝ ユ
ー ジー

ラ ン

ドよ り少 な い の で あ る 。
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通 巻 第　 97 号 正 誤 表

ぺ 鬥ジ 欄 行 誤 正

4 左 下 か ら 8 そ の よ うに 移背 そ れ を 履 行

’戸 左 下か ら 3 人種差 別 汚職 人 種差別 と汚職

り 右 20 七 光 りの 七 光 り も

” 右 下 か ら 7 を砕 い た と い う、 を 砕 い た。
〃 右 下か ら ］ 連れ て つ れ て

5 左 8 大 繭 長会議 軍 と大酋長会議

〃 左 9 マ ン ドラ ウ ィ ウイ マ ラ ウ ィ ウ ィ
 

〃 左 19 クーデ ターの そ の

〃 左 22 ナ イラテ ィ カ ウ副大統領 に ナ イ ラ テ ィ カ ウを

” 左 30 排除 廃 止

7 右 10 平和 平穏

〃 右 中 見 出 し モ テ イ ソ ン ガ ヴ ァ レ

8 左 16 主席 首席

〃 左 下 か ら 8 ソ ロ モ ン 諸島 董2 月 13 目、ソ ロ モ ン 諸島

〃 左 rか ら 7 阜新 不 信 任

10 右 下 か ら 2 環境 資源

11 左 7 運 用 利 用

” 左 下か ら 9 索晴 ら し さ 踊 りの 素晴 ら し さ

（注 ） 西 岡義治氏 に よれ ば、Madrawiwi の 中の dra は 、日本 藷 で 表 記 し に くい フ ィ ジー
語独 特 の 発 音 で 、

　 drn の （1は 無声の 促 音 で あ る けれ ども、か とい っ て 、　 dra は単 に 「ラ 」 で は な く、H 本 人 に は 真似が

　 で きな い 、フ ィ ジー
入独特 の 巻 き 舌の 発音 に な る と の こ と。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


